




































An Analysis of International Undergraduate Students’ Written Lecture 

































式で行っている。15 週（1 回 90 分授業）のうち 10 週を各分野の専門家 10 名が 1 回ずつ講義を行う。










生 27 名 6）によるコメントシートを調査対象とした。そして，講義形式の授業と実技・実演を含む授業
での違いを見るために，学内の教員による 3つの講義「富山の歴史と観光」，「八尾とおわら風の盆」，「日
本社会とマンガ・アニメ」と，学外講師による 3 つの講義「落語」，「華道」，「書道」を選び，これら


















































































講義テーマ   講義内容 教え方 他国の状況 自分の状況 感想
　富山の歴史と観光　　　　　【26】 92.3【 24】 19.2【  5】 3.8【  1】 46.2【 12】 92.3【 24】
　八尾とおわら風の盆　　　　【27】 92.6【 25】 14.8【  4】 18.5【  5】 14.8【  4】 85.2【 23】
　日本社会とマンガ・アニメ　【27】 96.3【 26】 0.0【  0】 29.6【  8】 37.0【 10】 77.8【 21】
　落　語　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 0.0【  0】 8.0【  2】 40.0【 10】 96.0【 24】
　華　道　　　　　　　　　　【25】 92.0【 23】 8.0【  2】 12.0【  3】 60.0【 15】 96.0【 24】
　書　道　　　　　　　　　　【27】 48.1【 13】 7.4【  2】 3.7【  1】 66.7【 18】 88.9【 24】
　全 6講義　　　　　　　　　【157】 85.4【134】 8.3【 13】 12.7【 20】 43.9【 69】 89.2【140】
【  】はコメントシートの件数を示す。
－ 5－
　次に，1 件のコメントシート内に何項目記載されているかを整理したのが表 3 である。6 講義合わせ
た結果（表 3 の「全 6 講義」）を見ると，4 項目 5.1％，3 項目 41.4％，2 項目 41.4％となっており，全
体の 9割近くのコメントシートで 2項目以上記載されていることがわかる。1項目のみ記載のコメント





歴史」1 件，「八尾とおわら風の盆」3 件，「日本社会とマンガ・アニメ」4 件），〈自分の状況〉のみが















講義テーマ   4 項目 3項目 2項目 1項目
富山の歴史と観光　　　　　【26】 3.8【  1】 50.0【 13】 42.3【 11】 3.8【  1】
八尾とおわら風の盆　　　　【27】 3.7【  1】 33.3【  9】 48.1【 13】 14.8【  4】
日本社会とマンガ・アニメ　【27】 11.1【  3】 37.0【 10】 33.3【  9】 18.5【  5】
落　語　　　　　　　　　　【25】 4.0【  1】 36.0【  9】 52.0【 13】 8.0【  2】
華　道　　　　　　　　　　【25】 8.0【  2】 52.0【 13】 40.0【 10】 0.0【  0】
書　道　　　　　　　　　　【27】 0.0【  0】 40.7【 11】 33.3【  9】 25.9【  7】





ら風の盆」，n は「日本社会とマンガ・アニメ」，r は「落語」，k は「華道」，s は「書道」である。た
とえば，（t7）は 7番の留学生が「富山の歴史と観光」の講義を受けて書いたコメントシート内の文，（r7）





　〈講義内容〉は，講師が紹介した内容についての記述であるが，例 1 や例 12 のように詳しく書いた
ものもあれば，例 2 や例 3 のように講義テーマしか書いていないものもあった。そして，例 1 〜例 6 
のように「勉強した」，「情報を得た」，「勉強になった」，「分かるようになった」といった言葉を用い
て学んだことや理解したことを表したり，例 7 〜例 9 のように「教えてくれた」，「話があった」，「説
明してくれた」といった言葉を用いて講師の教示を表したものが多かった。他には，例 10 と例 11 の
ように「興味を持つようになった」，「関心が増えた」というように講義を通して関心を持ったことを
表したものもあった。例 12 〜例 15 は学んだことや教示を受けたことや関心を持ったことを表す言葉


























































母国の違いを書いたのは 1 例（例 32）だけだった。他には例 33 のように母国でも人気があることを
紹介したもの，例 34 のように母国の状況を紹介したものがあった。次に，世界の状況については，例
35 と例 36 のように日本の文化が世界的に知られていることを述べたものが大半で，日本と同様の特徴
















歴史と観光」では例 38 や例 39 のように富山や日本に来てどのぐらい経つかについての記述，例 40 の
ように講義で紹介された立山に登った経験や，例 41 のように鱒の鮨を食べた経験があること，例 38
と例 42 のように富山のことを今まで知らなかったこと，これらについての記述が複数見られた。「八
尾とおわら風の盆」では例 43，例 44 のようにおわらについて初めて知った，見たことがないといった
記述が主だった。「日本社会とマンガ・アニメ」では例 45 のように子どもの頃から日本のアニメを見
てきたことや，マンガ・アニメに興味を持っていること，逆に例 47 のようにマンガ・アニメにあまり
興味がなかったこと，例 46 と例 47 のようにマンガ・アニメの歴史に関する知識がなかったことを述
べたものが複数あった。「落語」と「華道」では例 48 と例 49 のように初めて落語を聞いた，生け花を


























る記述が大半で，例 53 〜例 56 のようにどのような作品を作ったかを述べたもの，例 53 と例 57 のよ
うに努力したことについて述べたものが多かった。また，落語については，落語を聞いて噺の場面を

















マ別に見ると「富山の歴史と観光」では例 60 と例 61 のように富山や立山の美しさ，「八尾とおわら風
の盆」では例 62 と例 63 のように伝統の作り替えや創造の必要性，「日本社会とマンガ・アニメ」では
例 64 と例 65 のようにアニメやキャラクタービジネスへの称賛を記したものが複数見られた。「落語」


















































　「富山の歴史と観光」では講義の中で立山連峰の美しい風景が紹介されることから，例 86 〜例 88 の
ように，立山に行きたいという希望が書かれたものが非常に多かった。他には，「富山の歴史と観光」
では例 87 と例 88 のように富山名物のホタルイカや白海老が食べたいという希望，「八尾とおわら風の
盆」では例 89 と例 90 のようにおわらをぜひ見たいという希望が書かれたものが多かった。｢落語｣ と
「書道」については例 91 〜例 94 のようにもう一度聞きたい，体験したい，字の練習をしたいといった









































実際に落語を聞いたらおもしろかった，わかりやすかったという例 105 と例 106，「華道」では講師が
生けているのを見ているときは簡単に思えたが，実際に自分達で花を生けてみたら難しかったことを

























































6) 留学生 27 名の在籍身分別の内訳は交流協定校からの短期留学生 15 名，学部 1 年生 10 名，日本語・日本
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